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12C(α,γ)16O反応率不定性が対不安定型超新星の元素
合成に与える影響
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140 太陽質量以上の大質量星で起こると予言されている対不安定型超新星（Pair-instability super-
nova:PISN）は爆発後中心にコンパクト天体を残さない。一部の原子核反応の反応率は恒星の進化
や構造に影響することが知られているが、これは PISNも同様であり、近年は特に PISNに伴うブラ
ックホール不存在質量領域との関係で12C(α, γ)16O反応率不定性による影響が関心を集めている。
本研究では 12C(α, γ)16O不定性が PISNでの元素合成や爆発エネルギーに与える影響について検討
した。この結果、同じ質量の親星でも 12C(α, γ)16O反応率が高い環境のほうが超新星の明るさを
決める56Niの生成量は多く、獲得する爆発エネルギーは大きくなることが明らかになった。また、
12C(α, γ)16O反応率が低い環境のほうが重い親星でも PISNを起こすことがわかった。重い親星で
PISNを起こすためには多くの爆発エネルギーが必要であるため、低反応率環境の方が反応率系統ご
とに生成しうる最大56Ni量は多く、また最大爆発エネルギーも大きくなることが見い出された。
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